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研究成果の概要（和文）：本目的は、グローバル化の進展のなか世界各地で生起している普遍的な世界基準と個別のロ
ーカル文化との間の対立を超克し，両者を接合する知の生成メカニズムを解明することにある。グローバル基準は、確
かに普遍的人権の尊重や地球環境の保全の実現に大きな貢献をなした。同時に先進社会の価値基準の押しつけという批
判も生み出した。一方ローカル文化の実践は、土着の知恵への再評価に貢献すると同時に、その土着文化に内包される
抑圧が文化の名のもとに正当化されることへの危惧も指摘されてきた。本研究は、生活世界の創造性に依拠する日常人
類学的手法によって、両者が葛藤/折衝する現場で具体的に表出する接合知の実相を明らかにする。

研究成果の概要（英文）：The aim of this project is to examine the mechanism of knowledge genesis, which 
can articulate the universal and global standard knowledge system and particular and local cultures. The 
former type of knowledge has made a great contribution to human development, that is, to liberate 
individuals from enclosure of modern nation state, to conserve the global environment, and to protect 
universal human rights. Bu it is also severely criticized as violent imposition of Western standard. On 
the other hand, particular local cultures could lead us to reassessment of indigenous values and 
relativize Western-centrism. However it is subjected to harsh criticism that it demystify exclusion and 
oppression under the name of cultural relativism. This study has focused on battlefields where two forces 
interacted and articulated with each other and examined its mechanism from a perspective of anthropology 
of everyday life world.

研究分野：文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
1990 年代以降の現代世界の変化の基調は社

会のあらゆる領域におけるグローバル化だ

といってよいだろう。統治形態における民主

制、経済システムにおける市場主義という大

枠のみならず、価値観からライフスタイルに

至るまでグローバル基準は社会の隅々にま

で滲透した。人類学においてもグローバル化

による世界の一極支配を批判する立場

（Grewal.I2008）や逆にローカル文化のロマ

ンティックな賞揚がローカル文化に内在す

る抑圧構造を温存する点を批判する立場が

生まれた(Karen E.2011)。 
環境保護や人権尊重などのグローバル基準

は、現代世界に生きる人びとが等しく承認す

べき指針であると主張する人びとは、人類学

者にもその受容を強く要請しはじめた。逆に、

標準化の強要が個別文化の価値観を否定す

ると主張する人びとは、人類学者に土地の土

着文化の擁護を求めることになった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、グローバル化の進展のなか

世界各地で生起している普遍的な世界基準

と個別のローカル文化との間の対立を超克

し，両者を接合する知の生成メカニズムを解

明することにある。グローバル基準は、閉鎖

的な国民国家の枠を越えて，普遍的人権の尊

重や地球環境の保全の実現に大きな貢献を

なした。同時にそれらは先進社会の価値基準

の押しつけという批判も生み出した。一方ロ

ーカル文化の実践は、個別社会が育んできた

土着の知恵への再評価と近代批判に貢献す

ると同時に、土着文化に内包される抑圧が文

化の名のもとに正当化されことへの危惧も

指摘されてきた。この状況のなかで、本研究

は、生活世界の創造性に依拠する日常人類学

的手法によって、両者が葛藤/折衝する現場で

具体的に表出する接合知の実相を明らかに

する。 
 
３．研究の方法 
研究の基本的な方法は、「小さな共同体」の

「生活世界」のもつ変革・創造に対する豊饒

性に着目しながらインテンシィブなフィー

ルドワークを実施する「日常人類学的」方法

である。それに基づき全体の計画を二段階で

構成する。第一段階は、グローバル基準の理

念と言説がローカルな実践と交錯する五つ

の問題の現場を設定しそこにおける両者の

接合の様態の解明である。とりあげるのは、

環境保全の現場、人権擁護の現場、高齢者介

護の現場、紛争解決の現場、希望（生きが 

い）創造の現場という五つの問題生起の現場

である。第二段階は、こうした接合知の現象

形態が世界各地の「小さな共同体」でどのよ

うに類似しどのように異なっているのかを

検討するために、日本、東アジア（中国・韓

国）、東南アジア、南アジア、それにアフリ

カという五つの地域を設定し、そこにおける

接合知の様態を比較する。そのうえで接合知

に関する一般モデルを構築する。 

 

４．研究成果 

初年度においては、まず接合知に関する問題

意識(グローバル言説の一方的批判ではなく

その有効性と限界の両面を抑えること、およ

びローカル実践のロマン化を避け、その可能

性と困難の両面をとらえること)をメンバー

全員で各自のフィールドの接合知をめぐる

現代と研究の方向性について共有した。それ

とともに各自のインテンシブルなフィール

ド調査を実施した。その際初年度は、グロー

バル基準の理念・言説とローカル実践とが交

錯する具体的場（問題発生と対処の現場）を

五つとりあげ、そこで生起する絡み合いの諸

相と過程を具体的にした。 

それを踏まえて 2年目にそれぞれが担当する

具体的現場に置いて作用するグローバル基

準の言説の応用可能性と困難を同定し、同時

にローカル知の問題解決能力の有効性と限

界を明らかにした。分担者は、それぞれ担当

しているもう一つのフィールドにおいて同

じ問題系にかんして比較参照のための調査

を実施した。2014年 11月には海外からの研

究協力者を含めて京都で開催したセミナー

「GLOBAL DISCOURSES AND LOCAL PRACTICES: 

TOWARDS A CREATIVE AND ARTICULATIVE 

KNOWLEDGE」において、本研究の特徴である

「グローバルな規範的言説」と「ローカルで

創発的運用実践」の接合メカニズムの理論化

に関わる、基本的概念、理論枠組を共同で構

築し共有することができた。ルワンダの大虐

殺のサーバイバーの集合的記憶に関わる現

場、ネパールの政治的動乱期における環境保

護実践に関わる現場、タイのグローバル・ツ

ーリズムに関わる現場、それに韓国・済州島

の 4.3 事件の記憶と真実究明に関わる現場、

さらにはケニアの選挙暴動における秩序回

復と和解に関わる現場にみられる、二つの力

（グローバル基準の規範的言説とローカル

な運用実践）の絡み合いを、総合的に位置づ

ける枠組を理論的に確立したことは大きな

成果と言える。最終年には、研究分担者、連

携協力者、研究協力者は、その共有された枠

組にもとづいてさらなるフィールドワーク

を実践し、共有された枠組の理論的深化をは

かるとともに、新たな知見の有機的連結をは

かった。共有された視点にもとづくフィール

ド調査の成果を、各自がその視点を焦点化す

る形でまとめたリサーチ・レポートを作成し

た。それらを連結することで、日常人類学的



方法論の深化を理論化することを目的とし

た研究成果をまとめた。 
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